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真
③
）。

　
全
体
会
議
「
核
兵
器
な
き
世

界
に
向
け
て
―
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
―
」

は
午
後
の
最
大
テ
ー
マ
で
、
日

本
の
ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
共
同
代
表

の
川
崎
哲
氏
か
ら
、
世
界
各
地

名
の
被
爆
救
援
体
験
医
師
の
話

を
聞
き
ま
し
た
。従
軍
医
師
と

し
て
 呉
 の
病
院
か
ら
８
月
８
日

く
れ

に
は
広
島
市
内
で
救
援
し
、大

阪
で
現
在
開
業
し
て
い
る
　
歳
９２

の
柳
田
実
郎
先
生
の
お
話
が
強

く
印
象
に
残
り
ま
し
た
。沢
山

の
被
爆
者
が
や
け
ど
で
押
し
掛

け
た
の
で
す
が
、チ
ン
ク
油
を

塗
る
だ
け
と
い
う
こ
と
を
聞
い

て
思
わ
ず
涙
し
た
の
で
す（
写

　
会
は
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
の
共
同
会

長
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
バ
ッ

プ
ー
・
タ
イ
パ
レ
氏
や
、
広
島

県
医
師
会
会
長
平
松
恵
一
氏
、

松
井
一
實
広
島
市
長
ら
に
よ
っ

て
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
基
調
講
演
は
前
広
島
市
長
秋

葉
忠
利
氏
と
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
赤
十
字
社
代
表
の
ヘ
レ

ン
・
ダ
ー
ラ
ム
氏
の
２
名
が
講

演
。
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
の
今
日
的
課

　
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
（
核
戦
争
防
止

国
際
医
師
会
議
）
世
界
大
会
へ

の
参
加
は
、　
年
前
の
広
島
以

２３

来
に
な
り
ま
す
。
今
回
第
　
回
２０

世
界
大
会
が
広
島
で
開
催
し
た

機
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
本
会

議
の
２
日
の
感
想
だ
け
で
す

が
、
書
い
て
み
ま
し
た
。

　
　
数
カ
国
の
代
表
と
、
日
本

３０
全
国
各
地
か
ら
数
千
人
と
い
う

盛
大
な
会
議
で
し
た
。

　
広
島
の
平
和
記
念
公
園
は
素

晴
ら
し
く
美
し
い
景
色
で
、
会

場
に
入
る
前
に
気
持
ち
が
引
き

締
ま
る
思
い
で
し
た
（
写
真

①
）。

　
開
会
は
広
島
少
年
合
唱
隊
が

被
爆
後
見
事
に
復
旧
し
た
ピ
ア

ノ
を
伴
奏
に
、「
お
り
鶴
と
貞
子

さ
ん
」
な
ど
２
曲
で
開
会
。
少

年
合
唱
隊
の
美
し
い
声
に
わ
れ

る
よ
う
な
拍
手
が
響
い
た
の
で

し
た
（
写
真
②
）。

　
８
月
　
日
か
ら
　
日
、
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
（
核
戦
争
防
止
国
際
医
師
会
議
）
世
界
大
会

２４

２６

が
広
島
で
開
催
さ
れ
た
。
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
の
原
点
で
あ
る
被
爆
地
広
島
で
の
開
催
は
実

に
　
年
ぶ
り
と
な
る
。
今
回
、
参
加
さ
れ
た
齋
藤
三
朗
先
生
か
ら
ご
寄
稿
い
た
だ
い

２３
た
の
で
掲
載
す
る
。 .
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
 （
全
２
回
）

Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
国
際
会
議
に
参
加
し
て

　
横
浜
市
南
区
・
清
水
ヶ
岡
病
院
　
齋
藤
　
三
朗

①
広
島
・
平
和
記
念
公
園

前  編

い
」
を
児
童
相
談
所
な
り
子
育

て
支
援
課
な
り
に
通
告
す
れ
ば

よ
い
の
で
あ
る
。

　
大
き
な
勇
気
が
必
要
で
あ

り
、 逡
巡
 も
あ
ろ
う
。
ス
ト
レ

し
ゅ
ん
じ
ゅ
ん

ス
も
か
か
る
が
、
こ
こ
は
勇
気

を
も
っ
て
通
告
い
た
だ
き
た

い
。
通
告
を
し
な
か
っ
た
こ
と

に
よ
り
後
に
悲
し
い
結
果
を
知

る
こ
と
の
ほ
う
が
、
も
っ
と
つ

ら
い
の
で
あ
る
。
こ
の
実
例
は

前
回
の
コ
ラ
ム
執
筆
者
も
自
ら

の
経
験
談
と
し
て
述
べ
て
い

た
。

　
コ
ラ
ム
最
終
回
と
し
て
、

我
々
医
療
者
は
虐
待
事
例
（
疑

い
を
含
む
）に
遭
遇
し
た
際
は
、

「
通
告
の
義
務
」
が
あ
る
こ
と

を
再
度
協
会
発
行
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
見
な
が
ら
認
識
し
て
い
た

だ
く
こ
と
を
お
願
い
し
、
こ
の

コ
ラ
ム
を
閉
じ
た
い
と
思
う
。

（
横
須
賀
市
　
歯
科
・
Ｙ
）

◆
「
子
育
て
支
援
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
（
マ
ニ
ュ
ア
ル
）」
は
無

料
で
お
配
り
し
て
お
り
ま

す
。
地
域
医
療
対
策
部
始
０

４
５
‐
３
１
３
‐
２
１
１
１

ま
で
ご
注
文
く
だ
さ
い
。

告
を
勧
め
た
の
だ
が
、
園
長
か

ら
は
「
も
し
通
告
が
園
か
ら
と

保
護
者
に
判
明
し
た
場
合
は
、

園
に
と
っ
て
は
大
き
な
問
題
と

な
り
大
変
困
る
」
と
の
回
答

だ
っ
た
。
確
か
に
保
護
者
か
ら

の
ク
レ
ー
ム
ば
か
り
か
、他
の

保
護
者
か
ら
も「
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
侵
害
で
は
な
い
か
」と
非

難
さ
れ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
。こ
の
よ
う
な
場
合
、我
々
は

ど
の
よ
う
に
対
処
す
べ
き
か
？

園
を
通
さ
ず
と
も

自
身
の
行
動
で
通
告
を

　
と
に
か
く
「
虐
待
の
疑
い
」

を
認
知
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、

我
々
は
「
児
童
虐
待
の
防
止
等

に
関
す
る
法
律
」に
お
い
て「
通

告
の
義
務
」
を
課
せ
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
ま
ず
想
起
す
べ
き
で

あ
ろ
う
。
コ
ラ
ム
の
前
回
で
も

触
れ
た
が
、
通
告
者
の
秘
密
は

守
ら
れ
る
。園
と
の
情
報
共
有
、

連
携
も
重
要
で
は
あ
る
が
、
通

告
に
あ
た
っ
て
園
の
協
力
を
得

ら
れ
な
い
よ
う
な
ケ
ー
ス
で

は
、
該
当
園
を
通
さ
ず
我
々
自

身
の
行
動
と
し
て
、「
虐
待
の
疑

グ
レ
ク
ト
」
を
疑
う
子
ど
も
と

接
し
た
こ
と
が
あ
る
。そ
の
際
、

園
長
に
虐
待
の
疑
い
が
あ
る
こ

と
を
告
げ
た
と
こ
ろ
、
園
長
自

身
も
そ
の
子
ど
も
の
家
庭
状
況

は
把
握
し
て
い
る
よ
う
だ
っ

た
。
私
は
児
童
相
談
所
へ
の
通

　
会
員
の
先
生
方
、
そ
れ
ぞ
れ

地
元
に
お
い
て
幼
稚
園
保
育
園

の
園
医
を
な
さ
っ
て
い
る
こ
と

が
多
い
と
思
う
が
、
健
診
の
際

に
身
体
的
に
、
或
い
は
子
ど
も

の
様
子
で
「
何
か
お
か
し
い
」

と
気
づ
く
こ
と
が
な
い
だ
ろ
う

か
。
不
自
然
な
外
傷
や
言
動
が

あ
る
、
他
の
園
児
と
は
違
う
雰

囲
気
を
感
じ
る
場
合
等
に
は
少

し
注
意
し
て
観
察
、
健
診
す
る

こ
と
は
、「
虐
待
」
の
ケ
ー
ス
を

見
逃
さ
な
い
と
い
う
こ
と
で
は

大
切
で
あ
る
。
最
近
は
「
ネ
グ

レ
ク
ト
（
育
児
怠
慢
）」
の
ケ
ー

ス
が
多
い
と
思
わ
れ
る
が
、
具

体
的
な
所
見
は
協
会
発
行
の

「
子
育
て
支
援
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
」（
以
下
「
マ
ニ
ュ
ア
ル
」）

を
再
度
読
み
返
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

（
Ｑ
）
幼
稚
園
で
園
医
を
し
て

い
る
が
、
虐
待
の
疑
い
が
あ
る

園
児
に
遭
遇
し
た
。
ど
の
よ
う

に
通
告
す
れ
ば
よ
い
か
。

（
Ａ
）
私
自
身
、
健
診
中
「
ネ

題
は
核
兵
器
の
廃
絶
は

も
と
よ
り
、
日
本
で
発

生
し
た
東
北
大
地
震

と
、
福
島
の
原
発
の
メ

ル
ト
ダ
ウ
ン
こ
そ
が
迫

り
く
る
課
題
だ
と
一
致

し
ま
し
た
。

　
第
２
部
で
は
、広
島

原
爆
投
下
　
年
、体
験

６７

者
が
少
な
く
な
っ
て
い

る
現
状
を
見
逃
す
わ
け

に
い
か
な
い
と
し
、２

さ
れ
て
、
世
界
各
地
で
多
く
の

人
た
ち
が
学
習
会
や
行
動
に
参

加
し
、
欧
州
の
原
発
廃
止
運
動

の
か
な
り
の
成
果
を
挙
げ
つ
つ

あ
る
こ
と
―
の
紹
介
が
な
さ

れ
、
大
会
参
加
者
は
大
き
な
拍

手
を
挙
げ
た
の
で
し
た
。

　
こ
の
全
体
会
議
に
花
を
添
え

た
の
は
、
青
年
医
師
と
、
医
学

生
た
ち
が
　
数
名
、
長
崎
か
ら

２０

広
島
に
向
け
て
の
自
転
車
行
進

②
被
爆
後
に
復
旧
し
た
ピ
ア
ノ

③
被
爆
し
や
け
ど
を
負
っ
た
少
年

④全体会議の様子

幼
稚
園
・
保
育
園
の
健
診

幼
稚
園
・
保
育
園
の
健
診
でで

児
童
虐
待
を
疑
っ
た
時
の
反

児
童
虐
待
を
疑
っ
た
時
の
反
応応

の
反
核
運
動
が
静
か
に
広
が
っ

て
い
る
こ
と
。
ま
た
、
た
ま
た

ま
今
回
福
島
の
原
発
メ
ル
ト
ダ

ウ
ン
が
い
ち
早
く
世
界
に
知
ら

が
今
会
場
に
着
い
た
と
の
報
告

で
す
。
万
来
の
拍
手
で
迎
え
た

の
で
し
た
（
写
真
④
）。

 .
.
.
.
.
 （後
編
へ
つ
づ
く
）
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児童虐待を疑った場合の通告先一覧
よこはまこども虐待ホットライン（横浜市全域）

参0120-805-240　※24時間対応
子ども家庭110番（県全域） .......................................... 参0466-84-7000
かながわ子ども虐待ナイトライン（県全域。所管の児相に繋ぎます）

参0466-83-5500 ※受付時間：20時～翌朝9時
横浜市中央児童相談所（鶴見区、神奈川区、西区、中区、南区）

参045-260-6510
横浜市西部児童相談所（保土ケ谷区、旭区、泉区、瀬谷区）

参045-331-5471
横浜市南部児童相談所（磯子区、港南区、金沢区、戸塚区、栄区）

参045-831-4735
横浜市北部児童相談所（港北区、緑区、青葉区、都筑区） 

参045-948-2441
川崎市こども家庭センター／川崎市中央児童相談所

 （川崎区・幸区・中原区）参044-542-1234
川崎市中部児童相談所（高津区・宮前区） .................. 参044-877-8111
川崎市北部児童相談所（多摩区・麻生区） .................. 参044-931-4300
相模原市児童相談所（相模原市） .................................. 参042-730-3500
横須賀市児童相談所（横須賀市）  ............................ 参046-820-2323
中央児童相談所（平塚市、藤沢市、茅ヶ崎市、寒川町、大磯町、二宮町）
 ............................................................................................ 参0466-84-1600
鎌倉三浦地域児童相談所（鎌倉市、逗子市、三浦市、葉山町）
  ............................................................................ 参046-828-7050
小田原児童相談所 （小田原市、南足柄市、中井町、大井町、松田町、山北町、
　　　　　　　　　開成町、箱根町、真鶴町、湯河原町） . 参0465-32-8000
県北地域児童相談所（大和市） ...................................... 参042-750-0002
厚木児童相談所（秦野市、厚木市、伊勢原市、海老名市、座間市、
　　　　　　　　綾瀬市、愛川町、清川村） .............. 参046-224-1111

くだ


